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〈講演録〉

再接近する中国と北朝鮮

──米中対立の狭間で「同盟」維持へ──

講演者　堀田　幸裕
討論者　河辺　一郎

主催者まえがき

　以下は、当国際問題研究所（国研）が主催して2022年３月18日にオン
ラインにて開催された公開講演会「再接近する中国と北朝鮮─米中対立の
狭間で「同盟」維持へ─」の記録である。講演者は、一般財団法人霞山会
の主任研究員で、国研客員研究員（当時、現在は同上席客員研究員）を委
嘱している堀田幸裕氏である。当日は、ご講演の後に河辺一郎国研所員（愛
知大学現代中国学部教授）にコメントをお願いし、それに対して堀田氏に
リプライをいただくという形で進められた。以下は、その部分も含めた記
録である。なお、当日は、堀田氏から多くの写真や資料等をご紹介いただ
いたが、紙幅の関係もあり、それらは、この記録からは割愛させていただ
いた。

【堀田】　ご紹介をいただきました霞山会主任研究員の堀田でございます。
愛知大学文学部史学科、愛知大学大学院中国研究科出身でございまして、
現在は霞山会という団体に奉職しております。霞山会は、愛知大学と源流
を同じくする東亜同文会の後継団体です。東亜同文会は、戦前に上海で東
亜同文書院大学を運営していたわけですけれども、この学校を事実上継承
する形で戦後に誕生したのが愛知大学です。そんなわけで霞山会と愛知大
学は歴史の根っこのところ、ルーツは同じと言うことができます。本日ご
参加されている皆さまは、愛知大学とご縁のある方々が多いかと推察しま
すが、この機会にぜひ霞山会の名前も覚えていっていただけるとありがた
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く思います。
　それではさっそく報告に入らせていただきます。今日は中朝関係でお話
をさせていただこうかと考えていたのですが、主催者側から、もうちょっ
と複合的な視点でお願いしますということでご注文をいただきました。そ
こで今回は一つの大きなテーマを掘り下げるというよりは、もう少し幅広
い観点からの情報整理といった感じで進行させていただき、中朝関係とそ
れをめぐる米中の関係、また北朝鮮問題への日本の対応、そして北朝鮮の
非核化をどう考えるのか、ざっくばらんにお話しさせていただければと思
います。

定点的な観測と私が見てきた北朝鮮

　はじめに若干の自己紹介も込めて、私の北朝鮮への視座ということでお
話しさせていただきます。「定点的な観測」と言うには少ないですが、私
は北朝鮮にこれまで９回訪問しております。とは言っても、特別な待遇を
受けてということではなく、基本的にごく普通の観光客の立場での入国で
す。北朝鮮では、日本人観光客は朝鮮国際旅行社（KITS）が受け入れ管
理先となります。その他には対外文化交流を司る政府機関として、メディ
アや学術関係者、またスポーツ関係者などを招待し受け入れる、「対外文
化連絡協会（対文協）」という組織があります。ただ、KITSと対文協いず
れの仲介で入国しても、現地で訪問できる場所にはそれほど大きな違いは
ありません。
　実は、本日の討論者をしていただいております河辺一郎先生とは、2001
年にピースボートで北朝鮮を訪問するツアーでご一緒させていただいたと
いうご縁がございます。こちらは対文協が管轄するイベントでしたが、ガ
イドさんなどは KITCのスタッフも動員されていました。後述いたします
日本独自の制裁措置により、北朝鮮への渡航自粛勧告が出されている今と
は隔世の感がありますが、あの頃は数百人規模の団体が日本から北朝鮮に
直行する船で行けた時代でした。
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・渡航自粛勧告で中々行けない国に

　北朝鮮をめぐっては、現在の日本社会において若干の特異性があるので
はないかと思っています。日本の北朝鮮研究者というのは非常に少数では
あるのですが、研究者であっても気軽に北朝鮮へ行くのは難しいのが実情
です。アカデミズムの世界で研究対象国に行かない、行けないというケー
スは、（実際の戦闘行為が継続している紛争地域などを除き）北朝鮮以外
にほぼ無いのではないかと考えられます。この点は国交がないという日朝
の国家関係に起因するものでもありますが、やはり特異な部分と言えま
しょう。
　先ほど、旅行者であっても北朝鮮側からの招待で行ったとしても、見ら
れる場所はほぼ変わらないと申し上げましたが、確かに行ったところで北
朝鮮側が見せたい場所しか参観できない、という問題はあります。ただそ
ういう限界性というのは北朝鮮に限らず、どの国であっても避けがたい問
題として付きまとっているのではないかなと思います。自由に往来ができ
るアメリカを例に挙げましても、例えばトランプ大統領の当選というのは、
日本の主流メディアとかアメリカ研究の専門家たちも、なかなか予見でき
なかったわけです。アメリカの中のエスタブリッシュメントと一般市民の
分断のような状況というのが、彼等でもなかなか分かりにくかった。どう
しても外国に行く際には自分のツテがある、要するに自分とかなり近い階
層の人たちとの接触が中心になりがちです。社会全体の状況を幅広く感じ
取れるかどうか、移動や情報収集に制限はかけられていないアメリカであ
ろうと、結局のところ限界があるのではないでしょうか。本日は中国と関
係がある方々の参加も多いかもしれないですが、中国についても北京に何
年間か留学していた、もしくは上海に何年も駐在されていたというご経験
があったとします。それでも都市部の経験と例えば吉林省の辺境、中朝国
境のあたりの街とは、色々な事情や常識がかなり違ってくるわけで、北京
や上海の経験をもって全中国を対象に一般化することはできません。あの
広い中国では、地域ごとに風習や社会環境も大きく異なってくるというこ
とで、外国のことを幅広くそして深く理解するということは、大変に難し
いことだと思います。ゆえに訪問すら容易ではない北朝鮮は、専門的に扱っ
ている研究者であってもその社会の雰囲気をくみ取るのが更に一層困難と
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なるわけです。
　先ほども少し触れましたが2006年以降は、北朝鮮への渡航自粛が日本
政府から要請されております。これは2014年のストックホルム合意の時
に一時的にちょっと緩和されたことはあるのですが、基本的に日本政府は
対北朝鮮制裁の一環として、2006年から北朝鮮への渡航自粛を日本国民
に対して要請しています。
　そうした中で、あえてその禁（あくまで要請ですが）を破り北朝鮮に行
くということは、北朝鮮側の宣伝戦に加担することにならないか、といっ
たご意見も出てくるかと思います。また身の安全という基本的な問題もあ
ります。日本と北朝鮮との間には国交がありませんので、現地には日本大
使館も総領事館も無い。現地でトラブルがあった時にはどうするのか。更
には北朝鮮と日本では根本的に政治体制や諸々の常識が異なります。日本
には個人の発言や政治的表現に対してもかなりの自由がありますが、北朝
鮮では指導者に対する批判といったものは一切許容されません。北朝鮮社
会に対してある程度の知識や理解がないままの渡航は、現地の人との摩擦
を引き起こすことや、身柄の自由にリスクが生じる恐れも十分にあります。
北朝鮮は、現地へ行きさえすれば簡単に交流が進むというような社会状況
ではないので、私も徒に渡航を勧めるつもりはございません。
　なかなかここで正解を申し上げるのは難しいのですけれども、それでも
チャンスがあれば研究者は北朝鮮に行って、見られる範囲が限定されてい
ても、現地の空気をかぎ取ることで分かることもあるのではないかなと
思っています。
　北朝鮮に行くから、もしくは北朝鮮を研究しているからと言って、別に
北朝鮮の体制の信奉者となるわけではありません。もっと言うと、地域研
究者が対象国を好きになる必然性は別に無いのではないかなと私自身は考
えております。ある国を研究対象として取り上げる際に、あることは好き
だけれども、別の一面は嫌いだということは当然出てくることなのではな
いでしょうか。ただ、世界に200か国近く国はありますが、やはり日本に
おいて北朝鮮だけは、その中でもちょっと特別な感情があるのではないか
なと思っております。これは歴史的な経緯もあるかもしれませんけど、直
接的には2002年の日朝首脳会談で北朝鮮側が拉致問題を認め、更に現在
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まで継続的に北朝鮮の核、ミサイルの脅威に日本がさらされているという
ことが強く影響しているように感じます。
　日本では1990年代に入って少しずつ北朝鮮に注目が集まるようになり、
2002年に頂点に達するという感じですが、それまでの北朝鮮というのは
よく分からない国でした。そんな未知からくる恐れの感情から相手を低く
見ることで抑え込み、精神的に上位に立とうとしたかどうか分かりません
が、北朝鮮は滑稽な国なのだと、いやいや全然遅れているのだといった情
報で上塗りしていきました。1990年代から今世紀初頭ぐらいまでの北朝
鮮は、彼ら自身が「苦難の行軍」と呼ぶ、多くの人たちが飢餓で亡くなる
ような悲惨な窮状に苦しんでいたのですが、未だにその当時のイメージで
固定されて、日本人の対北朝鮮観は情報更新されずに止まってしまったよ
うに感じます。豊かな国とは言えませんが、少なくとも飢餓に苦しむよう
な状況からは脱して久しいです。
　日本人にとって北朝鮮という国と向き合う際には、よく分からない国だ
という感情的な問題、そしてまた合理的な安全保障上の脅威認識、そして
国交が無いことによってなかなか現地の実情が掴みにくいという状況が複
合的に混ざり合い、北朝鮮に対する共通認識を構築する作業は、専門家の
中でも難しいものになっています。ただそういったことも全てひっくるめ
て、北朝鮮と向き合っている研究者というのは考えたりしていますので、
今日は北朝鮮のことを良くも悪くも申し上げるかもしれませんが、20年
間、北朝鮮を見てきた人間の一意見として聞いていただければと思ってお
ります。

・刷新されていく日本時代のインフラ──変わりゆく中朝国境の風景

　定点観測と申し上げましたが、この10数年で中朝間の経済活動が大変
活発になっております。中国の東北地方（旧満洲）や朝鮮半島、また台湾
には日本時代のインフラが残っているというイメージをお持ちの方も多い
のではないかと思うのですが、中国では経済発展に伴って90年代に入る
とそういったものが続々と更新されてしまって、今では（目に見える形で
は）大半が姿を消してしまいました。中朝国境では今世紀に入っても結構
残っており、現役で使用され大活躍しているものもあります。ただ、そう
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いったものも中朝経済交流の活発化によって、少しずつ中国の手による新
たなインフラ施設に置き換えられているという状況があります。
　最初にご紹介しますのは、中朝経済交流の中心地である丹東市（遼寧省）
です。テレビの報道なんかでも皆さんよくご覧になるかと思うのですが、
中朝国境の川である鴨緑江に架かっている、あの鉄橋です。ここは鉄道で
の貨物輸送ならびに、トラックを使った貨物輸送のいずれでも、中国から
北朝鮮に物資が入る際の拠点となっております。新型コロナの防疫目的で
中朝国境は2020年２月から閉鎖されていて、貨物列車はこの１月からよ
うやく再開されたもののトラックの往来はまだストップしたままです。こ
の鉄橋は南満洲鉄道（満鉄）が作ったものですけれども、建設当時は複線
の鉄道橋でした。その後に、複線の軌道を一つ潰して自動車が通れる道路
に改造しており、鉄道の方は単線橋としてそのまま活用しているのですが
いずれも一方通行で、物流のボトルネックになっておりました。後述する
国連安保理による制裁以前は、丹東市内が北朝鮮に向かう貨物トラックで
渋滞するほどで、多くの貨物が行き交っておりました。
　このように現役ではあるものの日本時代に作られた橋では限界があるた
め、中国は新鴨緑江大橋という道路橋を鴨緑江の下流に建設しました。日
本時代のインフラを更新する立派な橋です。しかしこの橋は完成から６年
以上経ちましたが、北朝鮮側の道路や税関施設の工事が進まず使用されな
いままになっています。
　もう一つ、図們市（吉林省）でもやはり日本時代のインフラを更新する
形で、新しく中国が橋を建設しています。日本時代に作られた橋と並行す
る形で幅の広い道路橋の建設工事が始まっておりまして、現時点で完成し
たのかどうかは情報がなくて分からないのですが、2019年に現地へ行っ
た際にはその前年の訪問との比較で建築の進捗も分かり、コロナの影響で
工事が止まっていなければあれから２年半も経っていますので、恐らくす
でに完成しているものと思います。
　また別の琿春市（吉林省）という、ここは北朝鮮の羅先経済貿易地帯と
を結んでいる中朝国境ですが、国境河川の豆満江に架かる橋が二つござい
ます。現在は2016年に完成した中国が作った新しい橋がメインで使用さ
れていますが、並行する日本時代に作られた旧橋も引き続き使われており
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ます。中国側には新しい巨大な税関施設も建築中で、別の新しい橋を架け
るというような構想もあるようです。
　吉林省ではこの他に集安市にも満鉄が建設した鉄橋が架かっていて、鴨
緑江を挟んで向かい合う北朝鮮の満浦を結んでいます。橋のたもとには日
本時代のトーチカが遺跡のような感じで残っていて、観光地になっていま
す。こちらの場所も鉄橋から少し離れた箇所に新しい道路橋が建設されま
して、2019年に正式開通しております。
　橋や道路以外にも、中朝国境地帯には両国が共同で運営している水力発
電所がございまして、一番有名な水豊ダムは日本が建設したものでござい
ます。70万 kWの発電容量があるとされており、これは現役で使用されて
おります。ただ、戦後にも雲峰ダム、老虎哨（渭源）ダム、太平湾ダムな
どの新しいダムが中国と北朝鮮の手によって建設されています。ここ10
年ぐらいの間にも、新たに長川ダム、望江楼ダムの建設を進めています。
　こういった形で、かつては中朝国境では日本時代に造られたインフラが
そのまま主役となって活用されていたのですけれども、徐々にこういった
ものは更新されていきつつあります。また、2009年の北朝鮮による第２

回核実験以降は日朝貿易が全面的に中断されました。その穴を埋めていっ
たのが、中朝貿易であります。日本は北朝鮮への経済的な影響力を、みす
みす中国に明け渡してしまったという見方もできるのではないかなと思い
ます。ただ、その中朝貿易も新型コロナウイルス感染症の影響を受けまし
て、2020年と2021年の貿易額は激減しております。2018年にも大きく落
ち込んでいますが、これは2016年と17年に実施されました国連安保理決
議に基づく制裁によるものです。

中朝関係の微妙なすきま風

　ここから中朝関係の具体的なお話に入ってまいります。1994年に金日
成主席が亡くなると、北朝鮮は「苦難の行軍」と呼ばれる非常に厳しい時
代を経験します。国内では餓死者が発生し、中朝政府間では高位級の相互
訪問も途絶えました。金正日総書記は2000年５月に、金日成主席からの
権力継承後で初となる中国訪問をようやく行ない、新たな中朝関係の仕切
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り直しとなりました。2001年には中国の江沢民総書記も北朝鮮を訪問し
まして、その時に「十六字方針」（伝統継承、面向未来、睦隣友好、加強
合作＝伝統を継承し、未来志向で、善隣友好、協力を強化する）と言われ
る中朝関係が定義されました。2013年ぐらいまではこの方針が登場して
いたのですが、最近は使用されていません。併せて経済関係につきまして
も同じように16文字からなるスローガン（政府主導、企業為主、市場運作、
互利共贏＝政府が主導し、企業が中心となり、市場原理で、互恵ウインウ
インに）が登場し、中朝の経済協力が進んでいきました。

・北朝鮮の核実験が中国に与えた衝撃

　ただ、北朝鮮が2006年に核実験を行なうと、その後2010年までの４年間、
中朝間の首脳往来が途絶えることになります。この第１回核実験というの
は非常に大きなインパクトを中朝関係にもたらしました。この時には中国
の外交部スポークスマンが「中国は北朝鮮の同盟国ではない」とはっきり
と言い切るようなこともございました。
　2009年５月に第２回目の核実験が実施されますと、中国では８月に中
央外事工作領導小組会議を開催し、事実上の同盟条約と見られている中朝
友好協力相互援助条約について考え直すべきだといった議論も行なわれま
した。これは秘密会議として行なわれたのですが、当時の『環球時報』に
も対北朝鮮政策の調整が話し合われているという情報が出ています。そし
て2010年５月にようやく中朝首脳会談が実施されます。北朝鮮の核実験
後初となるこの会談では、胡錦濤総書記が金正日総書記に戦略的な意思疎
通の強化ということを持ちかけ、核開発に釘を刺すということがありまし
た。
　ここまでは、中国側も若干様子見というところがありましたが、2013
年に大きなターニングポイントを迎えます。この年の２月に北朝鮮は３回
目の核実験に踏み切ったのですが、この時には王毅外交部長が「我々は中
国の玄関先でもめごとを起こすことを許さない」ということを、当時の潘
基文国連事務総長との電話会談で発言しております。更には中国共産党機
関紙『人民日報』の海外版ですけれども、この中で「朝鮮は情勢を誤って
判断してはならず、中国は内政に干渉する権利は無いけれども、その選択
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や言動が地域の平和や安定に影響して国際問題となった場合に、朝鮮の好
き勝手にさせておくわけにはいかない」と、非常に強い言葉での批判が出
てまいります。
　第１回と第２回の核実験の際にも、国連安保理で北朝鮮制裁決議は採択
されていたのですが、北朝鮮から輸入する貨物の全量検査は難しいなどの
点で中国は抵抗しておりました。ただ、３回目の核実験に至りまして中国
も厳しい対応をとるようになりました。中国の四大国有銀行からの北朝鮮
向け送金の停止や、デュアルユース品の輸出管理を厳格化するといったこ
とが進められました。

・中国への不満を募らせる北朝鮮

　こうした北朝鮮制裁は、2016年以降はさらに強化されていきます。ご
存知の通り国連安保理では、常任理事国が１か国でも反対すると決議採択
できません。つまりこの時、中国やロシアが拒否権を行使しなかったから
こそ、北朝鮮制裁は実現したのです。中国が対北朝鮮向けの制裁強化に賛
同したことに対しては、当然ながら北朝鮮は反発を示します。2016年４

月に中国という固有名詞は使っていないのですが、「血で成し遂げた共同
の獲得物である貴重な友誼関係もためらわずに投げ捨て」たと、明らかに
中国を指して批判したわけです。
　北朝鮮は2017年２月にも、「大国と自称する国が定見も無く、米国の拍
子に踊りながら、あたかも自国の汚らわしい処置が我々の人民生活に影響
を及ぼそうとするものではなく、核計画を阻むためのことだと弁解してい
る」という表現でもって、中国が制裁に賛成したことで北朝鮮の人民生活
に影響が出ていると、皮肉を込めて批判しています。そしてその不満が大
きく爆発したのが、2017年５月３日の朝鮮中央通信報道であります。こ
れは長い文章だったのですが、この中では「朝中関係のレッドラインを我々
が越えたのではなく、中国が乱暴に踏みにじり、ためらいなく越えて立っ
ている」と、直接強く中国を批判しております。
　私はたまたまこの報道が出た時に北朝鮮に滞在しておりました。朝鮮中
央通信報道は５月４日付の『労働新聞』（朝鮮労働党機関紙）に転電されて、
北朝鮮国内でも知られることになったのですが、ちょうど当日は午前中に
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平壌発の列車に乗って KITCのガイドさんと一緒に北朝鮮の北部の街に向
かうところでした。車中でガイドさんに「中国についてどう思うか」とい
うような話題を振ったら、「最近は中国でも我が国を批判する報道が出て
いるみたいですね」ということを言われて、その時点では党機関紙に中国
批判の論評が出たとは知らなかったので面食らいました。外国人に対して、
北朝鮮の人の口から批判的トーンで中国のことが語られることはないと
思っていたからです。
　その日の夕方になって、朝鮮中央テレビを見ていた旅の同行者が中国批
判の論評が出たことを教えてくれ、どうもこれまでとは対中関係が変わり
つつあるのかなと注意しておりました。というのも、その翌日の５月５日
には中朝国境の新義州へ向かうことになっていたからです。それで中朝関
係が最悪に冷え込んでいるのかと恐る恐る街に入ると、多くの中国人観光
客が変わらずツアーで訪れておりました。幼稚園を訪問したら、そこの先
生たちは流暢な中国語で解説を入れており、また幼稚園の園児たちの
ショーが終わったあとには、中国人観光客が園児たちと一緒に写真撮影に
興じているというような状況を目の当たりにしました。上のレベル、つま
り政治レベルでは非常に強い対中批判をやっていたのですけれども、中国
から直接経済的な利益を得ているような国境の街では、何ら変わらず中国
人観光客を受け入れていたわけです。食堂には、「熱烈歓迎」という中国
語のスローガンもそのままでした。こんなところも現地にいないと分から
ない感覚ですね。
　北朝鮮の不満が公式メディアを通して出るようになるのは2016年以降
ですが、その少し前、変化しつつある中朝関係を物語る象徴的な出来事が
外交舞台でも観測されていました。2015年９月に中国北京では対日戦勝
節が開催され、式典に参加した韓国の朴槿恵大統領は天安門上楼で習近平
国家主席のすぐ近くに陣取ったのに、北朝鮮から参加した崔竜海氏は、非
常に端っこのほうに追いやられてしまうということがあったのです。これ
は外交儀礼上仕方がないことで、朴槿恵氏は当時大統領、すなわち韓国の
国家元首であって、崔竜海氏は国家体育指導委員会委員長という役職でし
た。崔竜海氏というのは浮き沈みのある人で、この時は朝鮮労働党政治局
常務委員を一時的に降格されていましたが、政治局委員にはとどまってお
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り、翌年には常務委員にカムバックしています。現在は国務委員会副委員
長と、実質的に金正恩総書記に次ぐナンバーツーの地位にあります。中国
はそんな人物でも、こうやって規則に準拠して韓国より冷遇するといった
こともございました。
　実は中朝関係の悪化というのは約50年ぶりのことでした。1967年、こ
れはまさに文化大革命の一番激しくなり始める時期ですけれども、その時
期に紅衛兵たちが書いた壁新聞とかビラなどに、金日成への批判が現れた
ほか、北朝鮮でクーデターが起きたとか、権力闘争があるといった情報が
飛び交いました。そういった内容に対して、全部根拠のない捏造だと北朝
鮮側が朝鮮中央通信を通じて公式に反論したのです。『人民日報』や新華
社は一度も報道しませんでしたが、文革初期に中朝関係が非常に悪化して
いたということは、現在では中国側の出版物でも明らかにされております。
要するに、50年前にも中朝の緊張というのはあったということです。

・厳しさを増す、北朝鮮に向けた国連安保理制裁

　2013年以降、とりわけ2016年と2017年に中朝関係が悪化した主たる要
因は、北朝鮮の核実験と弾道ミサイル発射実験です。それに呼応する形で、
国連安保理決議2270（2016年３月）、2321（2016年11月）、2375（2017年
９月）、2397（2017年12月）といった非常に厳しい内容の北朝鮮向け制裁
決議が採択されました。経済関係が深い中朝の間では、色々と影響が出ま
した。たとえば、決議2397では北朝鮮労働者の受け入れを停止して、２

年以内に全員出国させなければいけないというものがありました。ただ、
たくさんいる北朝鮮労働者全てを送り返してしまうと労働力不足に陥って
しまうという事情もあるのか、中朝国境の図們にある「中国図們朝鮮工業
園」では、制裁後に看板の文字を削除したりしていたのですが、実際には
労働者たちが施設内で変わらず働いているという情報もありました。北朝
鮮労働者の問題と関連して、中国では北朝鮮レストランと言われる北朝鮮
の各機関が外貨稼ぎに運営するお店が多数ございます。そういったレスト
ランの北朝鮮人従業員たちも帰国させなければいけないということで、
2017年から18年には閉店が相次ぎました。
　羅先という北朝鮮北東部の街では毎年夏に国際商品展示会が開催されて
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いまして、私は2017年から19年に３年連続で参観する機会がありました。
「国際」と銘打っていますが、出展しているのはほとんどが中国企業です。
これも2017年は盛況でしたが、2019年８月には出展ブースはあっても商
品がないというところが目につきました。たとえば工作機械なんかは、国
連安保理制裁決議2397に抵触してしまい持ち込めないのです。また羅先
からはかつて、海産物の対中輸出が活発に行なわれていたのですが、決議
2371により北朝鮮との交易が制限されてしまったため、中朝合弁の水産
物加工会社の出展ブースなどは無人になっていて、単なるパネル展示しか
ありませんでした。
　この商品展示会には日本からも２件出展していました。一つは昔から交
流を続けているある自治体のシンクタンクで、もう一つはよく素性の分か
らない会社で日本の雑貨をいろいろ扱って売っていました。制裁で北朝鮮
向けの輸出を全部禁じている日本からは商品が入らないはずなのですが、
実際にはこうやって恐らく韓国で言うポッタリチャンサ（担ぎ屋）のよう
な形で運ばれている物もあるという現実でございます。

・エポックメーキングな2018年

　悪化した中朝関係に転機が訪れるのは2018年です。この年は色んな事
が本当にどんどんと起こりました。最大のものは皆さんご承知の通り６月
の米朝首脳会談ですが、そこまでの半年間は南北関係や中朝関係でも大き
な進展がありました。
　まず金正恩委員長（当時）が、2011年12月17日にお父さんの金正日総
書記が亡くなり権力を継承してから初めて中国を訪問いたしました。しか
も2018年は３月、５月、６月と３回も訪中しています。冷え込んだ関係を
回復させるきっかけになったのは、米朝の直接交渉が始まる流れにあった
のだろうことは想像に難くありません。
　両国ともに米国を強く意識していたと思いますが、金正恩委員長の５月
７～８日の大連訪問はちょっと問題になりました。その直前には王毅外交
部長が平壌を訪問していますし、大連での中朝首脳会談は米朝首脳会談前
になされた、中朝間での重要な意思疎通だったのは間違いないわけなので
すけど、この時に中国が北朝鮮を通じて自国の戦略目標みたいなものを反
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映させようとする動きをしたということで、アメリカがかなり反発します。
トランプ大統領は５月22日、文在寅大統領との米韓首脳会談前の記者会
見で、大連での中朝首脳会談を指して、この時に北朝鮮の態度が変わった
として「がっかりした。気に入らない」と不満を吐露しました。しかもこ
の大連会談はアメリカ側に通告無しで行なわれたとして、６月に予定して
いた首脳会談の延期を匂わせ牽制するということもありました。その後、
トランプ大統領が一旦は米朝首脳会談の中止を声明したりして大騒ぎに
なったりもしたのですが、結局、2018年６月12日に首脳会談はシンガポー
ルで実施されました。会談後の米朝共同宣言では、「新たな米朝関係の樹
立」、「両国が朝鮮半島に持続的かつ安定した平和体制を築くため取り組む
こと」、「北朝鮮が2018年４月27日の板門店宣言を再確認し、朝鮮半島の
完全な非核化に向け取り組むことを約束」、「戦争捕虜および行方不明兵の
遺骨の収容」の４点が取り上げられました。
　首脳会談自体は世界中のメディアが大注目したイベントだったのです
が、共同宣言後のトランプ大統領による単独記者会見では不安な要素がも
う表れていました。この会談自体が数カ月で決まるという、明らかに準備
不足な面について指摘する声は当時からありましたが、トランプ大統領も
この記者会見でそれを認めています。「完全かつ検証可能で不可逆的な非
核化（CVID）」というのが北朝鮮の非核化をめぐって焦点となっていたの
に、これが共同声明に盛り込まれていない点を記者から突っ込まれまして、
「時間が無かった」とトランプ大統領は言い訳しています。非核化に関す
る費用負担についても、「韓国と日本が大いに助けてくれる。アメリカは
もういろんなところで金を使っているから、必ずしも払わなくていい」と
か、非常に勝手なことを言っています。米韓合同軍事演習の中断というの
も、トランプ大統領が踏み込んで発言してしまったとも言われていますが、
何でこういうことを言ったかというと、やっぱり金がかかるので中止した
いと。トランプ大統領は米韓に限らず、アメリカとその他の国との同盟で
も同様の主張をしていたのですが、そういったちょっと不用意すぎるかな
と思うぐらいいろんな発言が、この記者会見では飛び出しました。
　アメリカの北朝鮮非核化をめぐる立場についての大原則は、「CVID（完
全かつ検証可能で不可逆的な非核化）」です。この「不可逆的」という言
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葉が重要なのですが、北朝鮮との首脳会談を急ぐあまりに、「不可逆的」
という言葉を落として「FFVD（最終的かつ完全に検証された非核化）」と
一時的に格下げしてしまいました。ただ2019年２月のハノイ会談の時に
は「ビッグディール」ということで、「全ての核、ミサイル施設、化学兵
器の廃棄による全面的な非核化」ということで、またこの厳しい措置に戻っ
たということがありました。初の米朝首脳会談を実現させるためとはいえ、
北朝鮮の非核化を巡るアメリカの認識に揺れがあったということです。
　ビッグディールのような条件を北朝鮮が瞬時に受け入れるわけがないの
で、ハノイ会談は合意なきまま終了ということになっております。ただこ
の「不可逆的な非核化」というのは現実問題として、技術的な面からなか
なか難しいとも言われております。既にある施設を100％漏れなく申告さ
せて、それを放射能の問題とかいろいろ対策をしながら非核化処理を進め
ていくのはかなりの年月がかかるということで、一体いつになったら「不
可逆的な非核化」が完了したと言える段階なのか、見通すのは非常に難し
いのです。
　北朝鮮の考えている非核化にも少し言及しておきますが、彼らは一貫し
て「北朝鮮の非核化」ではなく「朝鮮半島の非核化」と言っております。
実は中国も同じ主張に立っております。一番分かりやすかった北朝鮮の報
道を引用しますと、それは「朝鮮半島を狙う周辺からの全ての核の脅威の
要因を除去すること」だということです。こう言ってしまうと、地球上か
ら同時に核兵器が消滅でもしない限り、「朝鮮半島の非核化」というのは
実現困難なものなのではないかなという気がいたします。

米中対立の深化と対米牽制で一致する中朝

　ちょっと駆け足で2018年のできごとをお話ししてまいりましたが、当
時は目まぐるしい変化に惑わされて、背後で起きていた出来事と関連付け
て見ることができていませんでした。実はこの年は米中関係が非常に緊迫
化していたのです。2017年11月の米中首脳会談は中国相手に2,500億ドル
の商談が成立したということで、トランプ大統領が勝利したと言ってもよ
い結果になりました。アメリカの対中貿易赤字は当時3,670億ドルでした
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が、これを埋め合わせるためアメリカから2,500億ドル分の物を買って貿
易赤字を解消しろという約束を取り付けたわけです。ただ、この時のトラ
ンプ大統領のディールというのもなかなか阿漕なものでして、この首脳会
談に合わせて空母３隻を朝鮮半島近海に派遣するという、半ば棍棒外交の
ようなことも背後でやっております。

・アメリカが乱発した対中経済報復措置

　そういった中で一旦は落ちつくかに思えたのですが、2018年に入りま
すとトランプ政権は対中対抗策をどんどん繰り出してきます。１月には中
国のアリババによるアメリカの送金会社の買収案が却下されます。そして
AT&Tのファーウェイ製スマートフォンの販売契約の解消とか、太陽光パ
ネル、冷蔵庫といったもののアンチダンピング課税とか、またそのあとに
アルミ箔のアンチダンピング課税というようなことが行なわれました。全
て中国に向けられた経済的な対抗措置です。
　2018年２月から４月にかけてトランプ政権は、中国の鉄鋼とアルミへ
の追加関税や対中追加関税1,300品目の追加、そして対中輸入1,000億ドル
への追加関税の検討といった対中制裁案を相次いで発表しています。中国
側もそれに対抗する形で、米国からの輸入品128品目に対する追加関税や
米国から輸入する106品目の追加関税候補発表などで応じました。このよ
うに、米中貿易摩擦の本格化と米朝首脳会談に向けた動きというのは、
2018年前半期に同時進行していたのです。
　こうした米中間の鍔迫り合いでは実際に外交的なハレーションも起きて
いて、たとえば2020年７月にはヒューストンの中国総領事館を閉鎖する
ようアメリカ政府が求めると、それに対抗する形で成都のアメリカ総領事
館の閉鎖を中国政府が要求するということもありました。また、トランプ
政権の閣僚たちは中国に対する強硬な発言をしていますが、2020年７月
にはポンペオ国務長官がアメリカの外交方針の転換を示唆するような形
で、「関与の古い方法論が失敗した。中国に1971年以来、いわゆるコミッ
トメント（関与）政策を進めてきたが、それはうまくいかなかった」とい
うことを言っています。



－88－

国研紀要160（2022.10）

・中国の北朝鮮制裁に対する姿勢の変化

　このような流れの中で、中国の北朝鮮制裁に対する姿勢にも変化が出て
くるわけです。先ほどから申し上げているように、2013年以降、中国は
北朝鮮制裁に関するアメリカの方針には基本的に同意してきたのですが、
2018年に入ると態度が変わってまいります。特に2018年２月24日、アメ
リカ財務省が中国や香港企業、中国人等を含む制裁を発表したことに対し
て中国外交部スポークスマンは、「アメリカ側が国内法に基づいて中国側
の実体または個人に対して、一方的な制裁や管轄権の域外適用をすること
に反対」すると発言します。当然こうした言葉の背景には、進行していた
米中貿易摩擦が影響しているわけです。
　シンガポールの米朝首脳会談のまさに当日、中国外交部の定例記者会見
では北朝鮮制裁の緩和という主張が出てまいります。そして６月末に中国
は、ロシアと一緒に対北朝鮮制裁の緩和を国連で提起し始めます。その後
の米朝協議の経緯ですが、2019年２月のハノイ会談は合意の無いまま終
了し、このあたりからアメリカに対する北朝鮮の不信感はかなり高まって
いきました。ただ、北朝鮮側は2019年末までは忍耐強く待つということ
を発表します。2019年10月に米朝実務者協議がストックホルムで行なわ
れましたが、ほとんど何の前進も無いまま決裂してしまいました。米朝の
接触はここで一旦中断となります。北朝鮮は、核実験と ICBM発射のモ
ラトリアムにはこれ以上、一方的に縛られる根拠は無くなったということ
を主張します。
　2020年になると、中国が国連安保理決議に基づく制裁をきちんと実施
していないということで、アメリカは中国を批判するようになります。そ
うした主張に対して中国は、「アメリカは朝鮮人民の民生を保障する面で
どのようなことを行なったのか。国連安保理決議の可逆的条項を遂行する
面でどのようなことを行なったのか」と反発してみせます。可逆的条項と
いうのは、北朝鮮が核実験と ICBMの発射実験を停止したのだから、発
射前の時点まで安保理決議を戻すという、要するに2016年３月以前の段
階に制裁条件を緩和するということなのですが、そんなことを言っており
ます。北朝鮮の非核化をめぐり実質的な前進が何も無いまま、むしろ核実
験・ミサイル発射を重ねることで技術水準はこの間に向上しているわけで
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すから、可逆的条項を遂行せよと言われても、それはちょっと無理なので
はないかなというふうに思います。

・中朝蜜月時代の再来

　そんなわけで2019年をもって米朝の直接的な協議は途絶えてしまいま
すが、一方でこの年に中朝関係はぐんと緊密化いたしました。６月に習近
平国家主席が中国の国家元首としては14年ぶりの北朝鮮訪問を国賓資格
で行っています。習近平国家主席は金正恩委員長との首脳会談で、「中国
側は朝鮮側が自身の合理的な安全と発展に関する懸念を解決するため、力
の及ぶ限りの手助けを提供したいと考えている」と述べています。この「発
展に関する懸念」というのは国連安保理制裁のことを指すと思われ、制裁
の緩和のためにいろいろ手助けするという趣旨のことを言っているわけで
す。また実際に、米やトウモロコシの食糧支援が習近平国家主席の北朝鮮
訪問を境に行なわれたという報道もございました。
　2021年１月に朝鮮労働党は第８回党大会を開催し、対外関係の事業総
括報告の中で「特殊な朝中関係の発展に優先的な力を入れたことにより、
中国との親善関係を新世紀の要求に即して発展、社会主義を核とする朝中
親善関係の新たな章を開いた」として、中朝関係が発展したと述べており
ます。同年７月には、中国と北朝鮮が事実上の同盟関係にあることを規定
する「中朝友好協力相互援助条約」が更新されました。その第２条には、
北朝鮮が外国ないし多国間連合による攻撃を受けた際に、中国がこれに軍
事的な援助を含めた支援をするという、いわゆる自動介入条項が存在しま
す。中朝が事実上の同盟関係にあることを示す所以です。この条約は
1961年７月、東西冷戦の緊張が非常に高まっていた時期に締結されたも
のです。1981年以降は20年毎に更新するということになっておりました
ので、2021年は、この条約を延長するか否かという判断の年でありました。
先ほど申し上げたように第１回、第２回の核実験を受けて、2009年頃に
はこの条約の廃棄も含めて中国側は検討していたのに、それから約10年
後の2021年に中国側はこの条約を2041年まで継続するということを決断
したわけです。朝鮮半島をとりまく国際情勢に対する、中国のこの10年
間の認識変化を窺わせるものでしょう。条約締結60周年を記念して平壌
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で開かれた宴会では、北朝鮮側が中国に対して「真の革命戦友」とか「頼
もしい同盟者」といった言葉を使って持ち上げております。
　今年、北朝鮮は１月だけで７回（実際には１日に複数回ミサイルを発射
する時もあるのですが、発射回数としては１日を１回と数えています）も
のミサイル発射を行なうのですが、それを受けた中国外交部の定例記者会
見でのコメントは基本的にはほとんど同じ内容の繰り返しです。北朝鮮制
裁を更に強化するのかという質問には、「いかなる国であれその国内法に
基づき他国に対して一方的な制裁、いわゆる『ロングアーム管轄権』を実
施することに一貫して反対している」（2022年１月13日）と、アメリカの
制裁が中国に及ぶ可能性を睨んで牽制しています。米中新冷戦という現在
の状況を反映した、中国の反応です。
　懸念すべきは北朝鮮の今後の出方です。北朝鮮自身は今年１月19日に
開催の朝鮮労働党第８期第６回政治局会議で「信頼構築措置を全面的に再
考」するとして、「暫定的に中止していた全ての活動を再稼働させる問題
を検討」と、核実験や ICBM試験発射の再開を匂わせる発言をしており
ます。今後こういったものが実施される可能性は高まっているのではない
かなと思います。

日本にとっての北朝鮮問題に対する立場

　最後に、「日本にとっての北朝鮮問題」ということで見ていきたいと思
います。日本にとっての北朝鮮問題を考える時に、どういったテーマがあ
るのかというと、①北朝鮮による日本人拉致問題（外交＆内政）、②北朝
鮮による核・ミサイル開発（安全保障）、③日朝関係（外交）、④北朝鮮制
裁（経済）、⑤金正恩政権の安定性（地域の安定）という５つに大きく集
約できるのではないでしょうか。ただ、こうした問題枠組みというのは、
もう長いこと変わっていないのではないかなと思います。昨年11月の岸
田総理発言ですけれども、「拉致問題は、岸田内閣の最重要課題です」と
述べていて、詰まるところ日本にとって北朝鮮問題の最重要課題が拉致問
題だと明言しています。しかし、拉致問題で各国首脳の理解を得るとしつ
つ、自身の就任直後に行なった日米首脳電話会談でこの問題の即時解決に
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向け「アメリカ側の理解と協力を求め、バイデン大統領の支持を得」たと
いう点を強調しており、アメリカへの依存が大きいということが明らかで
す。条件を付けずに「金正恩委員長と直接向き合う」とも言及しています
が、これは2019年５月に安倍元総理が前提条件なしで金正恩委員長と向
き合うと発言したのを継承しているだけですので、目新しい点ではありま
せん。今、日本側が対北朝鮮外交でできることというのは、極めて少ない
というのが現実かなと思います。

・手詰まり感の漂う日本の対北朝鮮外交

　北朝鮮をめぐる問題を日本で語る際に、日本政府は拉致問題を筆頭にし
て、「拉致、核、ミサイル」（この順番が大事なようですが）と言っており
ます。拉致問題が極めて重要な課題であるというのは間違いないかと思う
のですが、実際のところ現在の市井の反応としては北朝鮮の「核、ミサイ
ル開発」のほうが関心は高いのではないかと感じます。正確な世論調査の
結果に基づいているわけじゃないですが。なにしろ核とミサイルの問題に
ついては、日本の安全保障上の脅威なのに米朝の直接協議に頼るしかない
という甚だ不安な状態です。かつては日本も加わる六者協議のような北朝
鮮非核化を協議するマルチラテラルな枠組みがありましたが、機能停止し
てしまっております。
　過去、朝鮮総連系在日コリアンの方々の日朝往来は1990年代ぐらいま
である程度盛んで、モノや現地の情報も入ってきたりしていましたが、制
裁強化の結果として逆にこうした繋がりも途絶えてしまいました。先ほど
も申し上げましたが、2009年から日本は北朝鮮との全ての貿易取引をス
トップしています。そういったことで、日本と北朝鮮とのわずかな接点を
自ら切り落としてしまっているという面が、制裁の副作用としてあります。
もはや日本自身が北朝鮮に対して取りうる選択肢は制裁カードとしてもほ
ぼ残っておらず、閉塞状態に陥っているとも言えます。米中対立が深まっ
ている現状を受け、朝鮮半島情勢も必然的に日米韓 vs中朝という形の分
断が進行しています。
　ただ、こういった分断状況というのが加速化すると、拉致問題解決の機
会というのもどんどん遠のいていって、北朝鮮との諸懸案を解決するとい
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うことが、常に米中関係という大きなパワー・バランスに左右されること
になります。日本にとってそれは非常に危惧すべき面なのではないかなと
思います。一方で北朝鮮側にとってみても、実はこの状況が続いていきま
すと、対米交渉における中国の影響力が一方的に強まってしまって、これ
は非常に難しい問題です。もし北朝鮮がアメリカとの関係改善を本気で進
めようとした時には、中国の影響力というのが逆に阻害要因になってしま
う可能性もあります。
　そうなってくると、米朝の敵対関係の緩和をどうするのかといった問題
も、米中新冷戦という国際環境の中でそのまま固定化してしまうのではな
いかなと心配しています。そもそも朝鮮半島の分断というのは冷戦構造の
遺物でもありますので、こういったデカップリングや二極化のような構造
と非常にシンクロしやすい性質を持っています。日本には日本の国益があ
るように、それぞれの当事国による安全保障の立場や思惑というのはもち
ろんあるわけなのですが、そういった中で米中という大国間同士の関係性
が、朝鮮半島や日本に降りかかってくるということであります。日本はア
メリカとの同盟関係を活かしつつ、中国や北朝鮮との間に抱える諸問題に
どう対処するのかを考えつつも、拉致問題や直接的な日本への北朝鮮のミ
サイル脅威といったものには、やはり主体的に複合的な視点で取り組んで
いくべきなのではないでしょうか。

・北朝鮮非核化のゆくえ

　北朝鮮の核問題の展望について一言だけ申し上げておきたいのですが、
北朝鮮が関連して繰り返し言及するのは「リビアモデル」です。北朝鮮が
一番恐れていることでもあり、朝鮮労働党機関紙『労働新聞』は「平和は
強力な軍事力に基づいてのみ守ることができる」という記事の中で次のよ
うに説明しています。
　「2003年12月、リビアは自国の非常用武器計画を公開し撤廃すると宣言
した。アフリカで強硬な反米国家として知られたリビアが米国の核放棄圧
力に屈服して声明を発表したことは、つまり地域強国の終末、平和の破壊
を知らせる前奏曲のようなものだった。核弾頭設計図面を米国にそっくり
そのまま捧げ、苦労して準備した核設備と長距離ミサイル誘導体系があっ
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という間に無用の長物となってしまったのである。結局、帝国主義者たち
の強盗的な要求の前に膝を屈して軍事力強化の道を放棄したリビアに与え
られたものは、弱小国の悲しみと内戦だけであった。」
　リビアは核開発を一生懸命やったのに、自らそれを中止して核弾頭の設
計図面を全部アメリカに渡しちゃった。その結果どうなったかと言うと、
結局、内戦状態になってしまった。皆さんご存知のように、核放棄を決断
したカダフィー氏でしたが2011年に反政府派の攻勢で内戦状態に陥る中、
政権を追われて逃走中に無残な死を遂げています。
　最近ではウクライナの問題でも同様な指摘がされていますが、ウクライ
ナも保有していた核を放棄した国です。同国の場合は自ら望んで核開発し
たというのではなく、ソ連時代に同国内に配備されていた核をそのまま引
き継ぐことになった。そしてその管理をどうするかという問題もあったの
でしょうが、最終的に核放棄して NPT加盟国となりました。けれどもそ
れでウクライナの安全が保障されたのかというと、いとも簡単にロシアが
侵攻してきて、これに対して NATO、EUは核大国であるロシアへの配慮
から、ウクライナへの直接介入には慎重な姿勢をみせていると。そういっ
た動きもやっぱり北朝鮮は見ていますので、実は今回のウクライナのよう
な事例があると、ますます北朝鮮自ら核を本気で放棄することは難しく
なったのではないかなと思います。
　ただ、リビアについてはもう一つ忘れてはならない事実がございまして、
北朝鮮とカダフィー政権のリビアは、実は軍事同盟関係にありました。
1982年に締結した「朝鮮民主主義人民共和国と社会主義人民リビア・ア
ラブ国間の親善・協力に関する同盟条約」というのがそれですが、リビア
が外国から侵略等を受けた時に、北朝鮮は軍事的物質的支持と援助を与え
るということが第５条で謳われています。けれども歴史的事実として、リ
ビアのカダフィー政権が崩壊する時、NATO軍による空爆も実施されまし
たが、北朝鮮がカダフィー大佐の手助けをすることはありませんでした。
そこで思うのは、先に紹介した中朝の「同盟」関係を規定する中朝友好協
力相互援助条約にも同じことが書いてなかったっけ、ということです。同
盟関係というのは二国間条約に過ぎませんので、謳われている通りに軍事
支援が実施されるかどうかというのは、実際に戦争が起こってみないと分
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からないことでもあります。リビアのカダフィー政権末期のように、朝鮮
半島で戦争が起きてもう金正恩政権は駄目だとなったら、中国は本気で軍
事的な支援を与えるのかというと、確信をもって Yesだとは言い切れない
のではないかなと思います。そうした可能性を北朝鮮はよく分かっている
からこそ、自国を守る切り札である核は手放せないと考えているのではな
いでしょうか。

【国研】　堀田先生どうもありがとうございました。大変豊富な情報に基づ
いてバランス良く、かつかなり深いところまでお話しいただいたような気
がします。それでは、早速ですが河辺先生からコメントをいただきたいと
思います。
【河辺】　堀田先生どうもありがとうございました。冒頭に20年前のこと
をご紹介いただきましたが、あれは南浦経由でしたのですね、堀田先生と
ご一緒に行ったのを思い出しました。私もそれを含めて４回行っておりま
す。堀田先生ほどきちんと定点観測というわけではもちろんありませんが、
１度は2000年、まだ制裁が強まる前、元山経由、万景峰号でまいりました。
それから北京経由と瀋陽経由、これは飛行機ですが、できる限り違う形で
行こうと思って何回か行きました。しかしながらこの10年ほどの間、行
くことができないでおりました。そういう中で堀田先生の貴重な、しかも
大変整理されたご報告を伺いまして勉強になりました。ありがとうござい
ました。
　私はコメントするほどの者ではないのですけれども、堀田先生から宿題
と申しましょうか、２ついただいたように感じます。一つがアメリカにとっ
ての北の非核化、もっと言いますとアメリカにとっての北問題とは何かと
いうこと、それからもう一つが米中関係の悪化が持つ意味合いについて、
気がついたことをお話しします
　以前、2006年に北朝鮮が最初に核実験をした時に、アメリカ国内の反
応が気になったことから、議会の審議、公聴会の様子、及びホワイトハウ
スの反応等を調べたことがあるのですが、ここで興味深かったのは、米国
がこの核実験をそれほど深刻には捉えてないということでした。核実験と
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言っても、あの時の核実験はどこまで成功したものだったのか怪しいとこ
ろがありますけれども、その数日後にゴンザリーザ・ライス国務長官が、
いわゆる新保守派のシンクタンクにおいて講演をしているのですが、その
冒頭の言葉は、「アジアで良い動きがあった」と言うものでした。「安倍晋
三が韓国と中国を訪問して首脳会談する。アジアにとって非常に良いこと
だ」と。しかもこの講演の中で最後まで北に対する話はありませんでした。
ちょっと驚きました。
　またこの当時アメリカで北朝鮮対応をしていたヒル大使が、議会で証言
をした際に、「北問題を我々はコントロールできている。北の国連大使と
も毎日のように顔を合わせており、今日はワシントンに来ているが、昨日
も北の大使と一緒にランチを食べた。むしろ問題なのは、六者会談に乗り
気ではない、積極的ではない、そういう勢力があることだ」。このような
ことを当時盛んに言っておりました。もちろんその後は状況が変わるので
すが。
　それにしても、少なくともアメリカから見れば北朝鮮問題は台湾問題と
似ているところがある。一番良いのは現状維持であり、それが崩れるのが
一番困るわけです。これはアメリカだけではなく、実は当事者たちはみん
な同じことを考えています。この点で、金大中が示したベルリン・イニシ
アティブが重要です。あれは決して理想的なものではなくて、言ってみれ
ば北をそのままにしておくから、その中で困っていてくれと。外に出てき
てくれるな、露骨な言い方をすればそういう方針を示したものでしたが、
アメリカはこの金大中の姿勢を大きく出るものではないと思います。そし
てこれは基本的には今も変わってないのではないか。
　これに対して、米中関係は全く異なり、特に、2000年以前と以降とで
は次元が全く変化してしまっていると私は思います。それまではいわゆる
ハイ・ポリティックスと言いましょうか、ドブ板選挙の政治の世界とは直
接関わらない、抽象的な問題でした。ところがWTO加盟以降の貿易額の
急成長、特に貿易赤字の拡大、これによってすっかりハイ・ポリティック
スじゃなくて、アメリカ社会にとって日常的な問題になってしまった。ア
メリカ議会で言えば上院は外交問題に強い一方で、選挙民の日常生活とは
やや距離があり、下院は選挙区を背負い、頻繁に選挙があるわけですが、
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上院的な問題から下院的ないわばドブ板選挙において注目されるような問
題に変わってしまった。
　そこに乗っかったのがトランプです。このため、伝統的な、と言いましょ
うかいわゆる新保守派、つまりレーガン、ブッシュらはトランプを信用で
きない。彼等の世界戦略、世界観みたいなものと、近所の１ドルショップ
に中国製品がズラッと並んでいるが、これを取り上げて、中国がアメリカ
人労働者の仕事を奪っていると、世論を煽ることは相容れないわけです。
　いわゆる国際政治学者がよく使う言葉で言えば「相互依存」が強まった。
もう解消できないほどに強まってしまった。だからこそ起きている悪化で
ある。そういうことが言えるかと思います。冷戦期にしばしば主張されて
いたのは、相互依存が高まることによって緊張が緩和されるということで
したが、それとは異なり、相互依存が高まり、貿易相手国として互いに切っ
ても切れない関係になったからこそ、緊張が高まっているわけです。これ
は、トランプ政権下で悪化したラテンアメリカ諸国との関係にも通じます。
この点で北の問題とは全く対照的です。
　そういう中で中国がトランプ政権下の関係悪化に対して強く反応してし
まっている。ただし現在のバイデンは貿易に関してはそこまでではありま
せん。アメリカ社会は石油の世界最大の産出国でもありますし、有数の農
業生産国でもあると同時に、コンピューター、そしていわゆる知財ですね、
そういったあらゆる分野の産業があるので、特定の産業だけをピックアッ
プすることが難しいわけですね。ところがトランプはそれをやってしまっ
た。民主党はそれができないので人権問題を指摘せざるを得なくなります
が、基本的には相互依存が強まって抜き差しならないからこそ、この軋轢
は簡単には収まらないのではないかと。この点で北とはずいぶん違うと思
います。
　堀田先生がおっしゃった日本にとって北とのチャンネルが失われてい
る、これは大変重要な指摘であろうと思います。特に2002年以降いわゆ
る拉致問題という明確な外交目標が示されましたが、これは、ある具体的
な目標が達成されれば解決するというものではありません。言ってみれば
政治の道具になってしまった。さらに言えば、例えば2017年に安倍政権
が総選挙で勝利をしますけれども、その直前は北が、安倍政権から見れば
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非常にありがたいことにと言いますか、ミサイル実験等を繰り返しており
ました。現在もそういうことになっております。これが参院選挙にどうい
う影響を与えるのか。例えば非常に露骨な言い方をしますと、そういう道
具の一つになってしまっている。ここに問題がある。
　最後に、ちょっと時間が過ぎてしまいまして恐縮ですが、ロシアのウク
ライナ侵攻が起きてから改めて痛感するのは、20年前のイラク戦争の意
味がいかに大きかったかということです。リビアモデルに対する北朝鮮の
恐怖、これもまさにここに起因します。直接的には2002年の、当時のジョー
ジ・ブッシュの一般教書演説ですね、あそこでイラン・イラク・北朝鮮を
「悪の枢軸」だと言った。そしてそのあとイラク戦争に突っ走っていく。
その時軍隊は派遣しないけれども世界で一番強くアメリカを支持していた
のは日本になるわけです。ちょうど今のロシアに対する中国と同じポジ
ションになります。そのあと日本では国連改革、日本が常任理事国になる
という動きが高まります。今また同じことを総理大臣が繰り返すように
なっておりますが、方向性はまるで違う。そういったことが問われないま
まで混乱をしている。改めて20年前、9.11からイラク戦争、それが何を損
なってしまったのか、もう一遍きちんと考えておく必要があります。
　最後のものは私の感想でございます。時間が延びたことをお詫びします。
改めまして堀田先生の貴重なご講演にお礼を申し上げます。ありがとうご
ざいました。
【国研】　はい、ありがとうございました。それでは今の河辺先生からのコ
メントを踏まえて、堀田先生に総括をいただきたいと思いますが、せっか
くの機会でもありますので、ご講演の中で触れそこなった、言いそびれた
ということがあれば、それを含めて最後にご発言をいただければと思いま
す。よろしくお願いします。
【堀田】　河辺先生どうもありがとうございました。いろいろな論点をいた
だいたかと思います。まず、2006年当時のアメリカの反応につきまして、
具体的な情報を教えていただきました。2017年に、日本のあるシンクタ
ンクが中国で行なった会議に参加させていただいたことがありまして、そ
の際に中国の元政府関係者も言っていたのですが、北朝鮮の核開発はアメ
リカに関心を持ってもらおうとしてやっていることであって、本気で核を
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持つとは中国も当初は考えていなかったということでした。これが２度目
の核実験を経て、たぶん対北朝鮮政策の再検討が行なわれた時期あたりか
ら、核開発は外交的なカードとしてではなく本気で自ら核能力を保有する
ことを目的としてやっているのだ、という認識に切り換わったというふう
に思います。
　その中国の元政府関係者の方は、中国が北朝鮮の核開発を止めさせると
いうことは、「虎から皮を残して骨を取ることと等しい行為だ」と少し不
思議な言い回しで語っておられました。不可能だというニュアンスかと思
うのですが、それだけ中国としても北朝鮮の非核化というのは難しい課題
だと考えているようです。また、当初は北朝鮮の核開発の本気度を中国も
アメリカ同様に測りかねていたということがあったようです。結果論で言
えば、米中いずれも認識が甘かったということなのだと思います。日本で
も瀬戸際外交という言葉で北朝鮮の核問題が少し前までは語られており、
あくまでアメリカと直接交渉をするための道具だというふうに捉える向き
が多かった。けれども現在は、本当に ICBMに核弾頭を付けてアメリカ
に対抗するだけの核能力を完全に持った上で、アメリカや周辺国との協議
を行なおうとしているという解釈で、皆一致しているのではないかなと思
います。
　そういった中で米中関係につきましては、相互依存が高まりすぎた結果
という面をご指摘いただきました。確かにその点では、米中関係と中朝関
係は全くベクトルが違う部分があるかと思います。河辺先生がおっしゃる
ように、米中の経済的な緊密さというのは、もはや否定しがたいものであ
ります。一方で中朝関係というのは、確かに歴史的、政治的な関係性、並
びに安全保障を陸の国境だけで考えた時にはウェイトが大きいのですが、
では北朝鮮が中国にとってどれほど経済的な意味がある対象かと言うと、
極めて小さい。ただ、この経済的影響力は限りなく低いこの国が、東アジ
アの地域秩序にある意味で大きな混乱を与え、そして更には米中の大きな
枠組みにも一定程度の影響を与えているということは、見過ごすことはで
きないと思います。そうであるがゆえに、やはり日本外交としては対北朝
鮮問題をもっと独自性をもって進めていってもらいたいなというのが私の
感想でもあります。
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　最後に「9.11後の世界」という大きなお話を河辺先生のほうからご意見
という形でいただきましたが、確かに9.11後の世界は大きく変わりました。
そして今年のロシアによるウクライナ軍事侵攻というのも、また大きな画
期になるのではないかなと思います。そういった時に、最終的にはその国
の自主権、北朝鮮がよく使う言葉で「国の尊厳」という言葉がありますが、
それを守るためには対等な武力があれば当然攻めてこられない。そういっ
た抑止力の意味で言えば核兵器や化学兵器といったものは伝家の宝刀です
ので、それで対抗するという考え方は、これは認めてはいけないのかもし
れないですけど、もし自分が北朝鮮の立場だったらと思うと一定の合理性
を持つのかなと思えてくるのも確かであります。
　対立した二国間の関係、たとえば米朝だけで見てしまうと、それ戦争だ
とか、やっぱり信用できない相手だという結論になってしまいがちなので
すが、国際社会というのは広うございます。東アジア地域も多数の国が隣
り合い、近所付き合いをする中で仲の悪いバイラテラルの関係もあれば、
多国間のマルチラテラルな枠組みから、利害関係を持つ者同士の連携など
様々です。少しずついろいろな切り口があればいいんですが、日朝間では
外交的にできることは全部切り落としてしまった感じでありまして、隔靴
掻痒の感が否めません。日本の立場から北朝鮮外交を語ること、独自にで
きることは何も無いという結論になってしまうのかなと。河辺先生の討論
者コメントに対する応答としては不充分かもしれませんが、以上でござい
ます。
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